
左のお菓子「若草」は、明治 30 年ごろに復元され、
現在まで伝わっています。
姫小袖は、藩主に命令されたときにだけ作ること
を許されたお菓子でした。
山川は、大正 7年に復元されて、日本三大銘菓の
一つにもかぞえられています。

松江歴史館で松江について学ぼう 

①昔の松江

学校名：　　　　　　　６年　 組　氏名：

②松江城の国宝たち

国宝 松江城天守

１８００年代

⑦不昧が育てた松江の文化
　ふ　まい

２０００年代１６００年代

姫小袖
ひめこそで

若草
わかくさ

やまかわ
山川

400 年前からまちの形が変わっていません。

「慶長十六年正月」と墨で書かれた
2枚の祈祷札が松江城天守の地階の
柱に打ちつけられていたことが判明
しました。これによって 1611 年の
正月には天守が完成したことが分か
りました。

き  とうふだ

けいちょうじゅうろくねんしょうがつ

もっとじっくり見学したい人へ
松江歴史館では、市内６年生に松江の歴史についていつでも好きなだけ学んでもらえるように年間パスポート（無料で何度でも
使えます）をさしあげます。パスポートは、松江歴史館に来た時に受付で「名前・学校名・学年・学級」を書けばもらえます。

天守の完成時期を
明らかにした祈祷札

てんしゅ    かんせいじ き

玉石
たまいし やり

槍

鎮宅祈祷札
ちんたくきとうふだ

不昧こと松平家 7代藩主・治郷は、お茶とお菓子で
有名な殿様です。茶会で使うための多くの茶道具を集め、
研究し書物にまとめたことで知られています。不昧の
好みのお菓子は 100 種類以上あったとも言われています。

ふ  まい はるさと

めい  か

茶の湯の文化

お菓子の文化

祈祷札
きとうふだ

赤外線写真（表） 赤外線写真（表）

鎮物
しずめもの

松江で最も古い茶室「伝利休茶室」
松江歴史館には天下一の茶の湯の名人といわれた千利休のものとつたわる茶
室が復原されています。
不昧は質素で静かな雰囲気を大切にする利休の茶の湯にあこがれていました。
三畳ほどの小さなこの茶室は、松江藩の家老を勤めた大橋家から宍道町の
木幡家に伝わったものです。

せんのりきゅう

ふくげん

でん     り   きゅう ちゃ   しつ

ふ まい

じょう おおはし

こ わた

ふん   い   き

⑥まちの暮らし
お祭り

大関・雷電
おおぜき  ・    らいでん

向かって右側の力士が陣幕です。
じんまく

松江名物「どう行列」の始まりは
江戸時代に行われた正月の行事・
宮ねりでした。
小さな太鼓が、現在使われている
ような大きな鼕になりました。

みや

たいこ

どう

松江藩は、力士を多く抱えてい
ました。全国の相撲で活躍した
力士達が、殿様とともに出雲に
帰ってくると、楽山や白潟天満宮
付近などで相撲が行われました。
番付が作られ、力士のブロマイド
とも言える錦絵が出回り、人々は
相撲に熱狂しました。

にしきえ

しらかたてんまんぐうらくざん

りき  し

すもう

横綱・陣幕
よこづな   ・    じんまく

（東出雲町出身）



③松江藩のお殿様

⑤松江藩を支えた産業

堀尾家 京極家

松平家

④松江藩の教育
治水事業に名を残す松江の開府

小倉織縞手本

200 年間松江を支えたお殿様

ドンザ

櫨の実をくだき、蒸し、しぼり、ロウにしました。

櫨の実

松江開府の祖 

松平家初代藩主  松平直政
まつだいらけしょだいはんしゅ まつだいらなおまさ

堀尾忠晴
ほりお ただはる
二代藩主

堀尾忠氏
ほりお  ただうじ
初代藩主

寺子屋の教科書「手本」です。文字を習うため、
模範とする文字を書いた本です。
も はん

ないかくそう り だいじん
江戸時代の終わりには、全国的に私塾が盛んにつくられました。松江藩の私塾
では、島根初の内閣総理大臣・若槻礼次郎など多くの偉大な人物が勉強しました。

わかつきれい じ  ろう

しじゅく しじゅく

侍やその子どもたちが通う学校・藩校の教科書
です。藩校は今の県民会館の駐車場のところに
ありました。

さむらい

年
代

藩
主
と
で
き
ご
と

１
６
０
０

１
６
０
４

１
６
３
３

１
６
３
４

１
６
３
７

１ 

堀
尾　

忠
氏

・
松
江
城
と
城
下
町
づ
く
り

  

（
１
６
０
７ 

〜
１
６
１
１
）

・
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
始
ま
り
（
１
６
４
８
）

堀
尾　

吉
晴

ほ
り　

お　
　
　
　

よ
し
は
る

た
だ
う
じ

歴
代
藩
主
と
主
な
で
き
ご
と

れ
き　

だ
い　

は
ん　

 

し
ゅ

２ 　
　
　

忠
晴

た
だ
は
る

・
堀
尾
吉
晴
・
忠
氏
親
子
の
城
地
選
定

  （
床
几
山
）

し
ょ
う 

ぎ 

さ
ん

・
大
海
崎
石
が
切
り
出
さ
れ
て
松
江
城
の

 

石
垣
材
と
し
て
運
ば
れ
る

お
お
み
さ
き

・
忠
晴
が
玉
造
温
泉
を
再
興

た
ま
つ
く
り

１ 

京
極　

忠
高

き
ょ
う
ご
く　
　

   

た
だ
た
か

１ 

松
平　

直
政

ま
つ
だ
い
ら　
　
　

な
お
ま
さ

・
初
代
周
藤
弥
兵
衛
家
正
に
よ
る
、
八
雲
日

 

吉
村
の
意
宇
川
「
切
通
し
」「
川
違
え
」
工
事

 

開
始
（
１
６
５
０
）

す   

と
う   

や   

へ     

え

ひ

よ
し

い　

う

た
が

２ 　
　

   

綱
隆

つ
な  

た
か

３　
　
　

綱
近

つ
な
ち
か

４　
　
　

吉
透

よ
し
と
お

５　
　
　

宣
維

の
ぶ
ず
み

６　
　
　

宗
衍

む
ね
の
ぶ

７　
　
　

治
郷

は
る
さ
と

・
月
照
寺
寿
蔵
碑
（
大
亀
の
石
）
建
つ

  

（
１
７
８
２
）

げ
っ
し
ょ
う
じ  

じ
ゅ 

ぞ
う
ひ　

        

お
お 

が
め　

                     

・
菅
田
庵
建
つ
（
１
７
９
０
頃
）

か
ん
で
ん
あ
ん

・
小
村
茂
重
が
日
光
（
今
の
栃
木
県
）
で
御

 

種
人
参
栽
培
を
学
ん
で
帰
郷
（
１
８
０
４
）

お
む
ら
も
じ
ゅ
う

お

た
ね
に
ん
じ
ん

８　
　
　

斉
恒

な
り
つ
ね

９　
　
　

斉
貴

な
り
た
け

・
若
槻
礼
次
郎
が
雑
賀
町
に
生
ま
れ
る

  （
１
８
６
６
）

わ
か
つ
き 

れ
い  

じ   

ろ
う

さ
い
か    

ま
ち

　
　
　

定
安

10

さ
だ
や
す

ほりお よしはる

堀尾吉晴

・
佐
陀
川
開
通
（
１
７
８
８
）
に
よ
り
、
加

 

賀
湊
と
中
継
港
恵
曇
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
く

さ    

だ   

が
わ

か

か

え   

と
も

み
な
と

鉄砲の進化により、甲冑もがんじょうなものになって
いきます。鉄砲から身を守るため、長方形の小さい鉄
板をつなぎあわせており、重さは 20 キロ以上あります。

かっちゅう

きょうごくただたか

わか さのくに

ちすい こう じ ひ い かわ はくた がわ

かわ ど て

若狭国（福井県）小浜から松江藩主になった
京極忠高は、子どもに恵まれず、４５歳で
亡くなり、京極家は 3年半で断絶しました。
忠高は、治水工事が得意で、斐伊川と伯太川
の川土手の工事に成功し、地域の人々に感謝
されました。

お  ばま

ずく

鉄製品の原材料となる銑

発行 :

松江歴史館
発行日 :

令和元年 6月

〒690-0887

島根県松江市殿町 279

TEL : 0852-32-1607

FAX : 0852-32-1611

御種人参

松江藩士の甲冑

松江市の月照寺にある「化け亀」です。高さ約４ｍ、長さ約５ｍもある大亀といわれてい
ますが実は亀ではなく、龍です。出雲市久多見町から運ばれてきた巨石でつくられました。

いずも  し く     た  み ちょうりゅう

げっしょうじ

奥出雲のたたらで製鉄をし、鉄製品の材料として
他の藩に売り出していました。鉄製品は藩内では
作らず、他藩から買っていましたが、釡甑方（鉄
製品を作る係）を現在の幸町に設置して
からは、藩内でも鉄製品がつくられるよ
うになりました。

ふ   そうかた

さいわいまち

小倉織縞手本
こくら  おりしま  て  ほん

人参方の千両箱
（お金を入れる箱）

きょうごく ただたか

京極忠高

大根島産で有名な薬用人参です。
高価な薬で、長崎から清（中国）
へも輸出しました。人参で得た
利益によって軍艦を買うことが
出来たという説もあります。

だいこんしま

しん

ぐんかん

17 世紀ごろになると、全国的に木綿が麻の代用
品として衣料品の生地に使われるようになりま
した。松江藩でも綿作が奨励され、木綿は藩の
主力な産物となりました。

わたさく

あさ

しょうれい

「木実方秘伝書」挿絵
きのみかた  ひでん

・
忠
高
が
斐
伊
川
と
伯
太
川
に
大
土
手
「
若

 

狭
土
手
」
造
成
工
事
始
め
る
（
１
６
３
４
）

ひ　

い

は
く
た

わ
か

さ・
直
政
が
将
軍
の
名
代
と
し
て
上
洛
す
る

  （
１
６
６
３
）

み
ょ
う
だ
い

じ
ょ
う
ら
く

・
松
江
藩
か
ら
広
瀬
藩
（
三
万
石
）
と
母
里

 

藩
（
一
万
石
）
を
分
藩
す
る
（
１
６
６
６
）

ひ
ろ  

せ

も     

り

・
倉
崎
権
兵
衛
が
楽
山
焼
を
始
め
る

  （ 

１
６
７
９
）

く
ら
さ
き
ご
ん   

べ     

え

ら
く
ざ
ん
や
き

・
延
享
（
御
趣
向
）
の
改
革
を
始
め
る

  （
１
７
４
７
）

え
ん
き
ょ
う　

     

ご   

し
ゅ 

こ
う

・
木
実
方
を
設
置
す
る
（
１
７
４
８
）

き
の
み  

か
た

・
釜
甑
方
を
設
置
す
る
（
１
７
５
６
頃
）

ふ   
そ
う 

か
た

・
藩
校
「
文
明
館
」
を
開
設
す
る
（
１
７
５
８
）

ぶ
ん
め
い
か
ん

・
明
々
庵
、
建
つ
（
１
７
７
９
）

め
い
め
い 

あ
ん

・
布
志
名
焼
、
藩
窯
と
な
る
（
１
７
８
０
）

ふ      

じ     

な  

や
き　

      

は
ん 

よ
う

・
観
月
庵
、
建
つ
・
楽
山
窯
、
再
興

  

（
１
８
０
１
）

か
ん 

げ
つ 

あ
ん

・
人
参
方
を
設
置
す
る
（
１
８
１
３
頃
）

に
ん
じ
ん 

か
た

・
斉
貴
が
将
軍
の
名
代
と
し
て
上
洛
す
る

  （
１
８
４
７
）

・
定
安
が
松
江
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
る

  （
１
８
６
９
）

⑵御種人参
　お　 たね    にん じん

⑴櫨ろう
はぜ

⑶鉄製品 ⑷木綿
も　めん

1600 年、関ヶ原の戦いの功績により、
堀尾忠氏は出雲国と隠岐国の領主となり
ます。    忠氏は、土地が広く水運に便利な
松江に城を築くことを決めましたが、
完成前に若くして亡くなります。
忠氏の父・吉晴は、幼い忠晴（二代藩主）
を助けながら、5年かけ松江城と城下町
をつくりあげました。

いずものくに お   き のくにほりお ただうじ

・
明
和
（
御
立
派
）
の
改
革
を

 

始
め
る
（
１
７
６
７
）

お     

た
て  

は

京極家に代わって、信濃国（長野県）松本から
将軍・徳川家康の孫である松平直政が 18 万 6000 石の
松江藩主になりました。
２代藩主・綱隆の時には、広瀬藩と母里藩もできます。
７代藩主は、茶人で有名な治郷（不昧）です。
１０代藩主・定安で明治維新をむかえるまで、松平家は、
約 230 年続きます。

はるさと

ひろ  せ も り

さだやす めいじ　い  しん

しなののくに

つなたか

ふ  まい

なおまさ

・
関
ヶ
原
の
戦
い
（
１
６
０
０
）

１
６
３
８

１
６
６
６

１
６
７
５

１
７
０
４

１
８
０
６

１
８
２
２

１
８
６
９

１
８
５
３

１
７
６
７

１
７
０
５

１
７
３
１

１
６
０
０

１
６
０
４

１
６
３
３

１
６
３
４

年
代

・
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
行
う
（
１
８
６
７
）

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

た
い
せ
い
ほ
う
か
ん

・
鎖
国
完
成 （
１
６
４
１
）

さ
こ
く

・
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
る （
１
８
５
３
）

う
ら  

が

・
伊
能
忠
敬
「
日
本
地
図
」
が
完
成

  （
１
８
２
１
）

い   

の
う 

た
だ
た
か

・
本
居
宣
長
「
古
事
記
伝
」
を
あ
ら
わ
す

  （
１
７
９
８
）

も
と
お
り
の
り
な
が

・
杉
田
玄
白
「
解
体
新
書
」
を
出
版

  （
１
７
７
４
）

す
ぎ   

た  

げ
ん
ぱ
く

・
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く

  （
１
６
０
３
）

と
く
が
わ  

い
え
や
す

よしはる ただはる

若槻礼次郎
わかつきれいじろう

はん

ちすい

ごく


